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現代の承認論は、ヘーゲルとマルクスをそれぞれ「デフレ化」してきた。ホネットは物象化

や社会主義を承認関係の問題へと還元することで、マルクスの資本主義批判を弱める。他方、

ブランダムやピピンに代表される英米圏のヘーゲル解釈は、承認とコミットメントを前景

化する一方、無限、絶対者の次元を軽視し、精神的自由の実践的・道徳的含意を後景に退け、

資本主義の制度的制約を十分に問わない。本報告は、マルティン・ヘッグルンドの『この生』

が、この二重のデフレ化をいかに乗り越えようとするかを検討する。ヘッグルンドは、有限

な生へのコミットメントをヘーゲル的な精神的自由と相互承認に結びつけ、さらにその実

現条件をマルクスの賃労働・価値形態批判によって明らかにする。そこに、承認論から資本

主義批判へと進む新たな「ヘーゲルからマルクスへ」の道を見出したい。 


